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４ ３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

補助事業等を活用しながら、農作業の省力化に必要な機械を導入し効率化を進める。

１ 対象地区の現状

（１）中間管理機構の活用

耕作できなくなった農地については農地バンクの機能を活用し、中間管理機構を通じて中
心経営体への貸付けを進める。

（２）鳥獣被害防止対策

電気柵のみでは被害を防止できないため、さらに必要な機材等の導入や捕獲体制の構築に
取り組む。

（３）農作業の効率化

対象地区名

北区⻄部

①地区内の耕地面積
②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における７５歳以上の農業者の耕作面積の合計
ⅰうち後継者未定(回答有)の農業者の耕作面積の合計
ⅱうち後継者について不明(回答無)の農業者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

（１）鳥獣被害対策について、補助金等の活用により圃場を全体的に電気柵で囲っている
が、被害が多い。
（２）圃場整備されていない農地が耕作放棄地となった場合、農業機械も入りにくいため
山林化している。

（１）現在、２経営体が全体の約３分の２の農地を耕作しているが、今後も耕作できなく
なった農地については中間管理機構を通じて中心経営体へ集約を進めていく。

２ 対象地区の課題

３ 対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針


